


　市立ひらかた病院乳腺・内分泌外科では、乳がんを中心と
した乳腺疾患の診療を専門に行い、検診・診断から手術、薬
物療法、術後フォローまで一貫した医療を提供しています。
　地域の先生方からのご紹介を受け、患者さん一人ひとり
に最適な治療方針を検討する体制を整えています。
　当科では年間約100件の乳がん手術を行っています。
乳房部分切除や全切除術だけではなく、形成外科と合同で
行う同時一次一期再建術も行っています。また、治療につい
ては、放射線科、形成外科、病理診断科などとの密な連携に
より、個々の症例に応じた集学的治療を実践しています。
　オリゴ転移を疑う症例に対しては、他科の医師とも協力
し、病変の再生検等を行い、がんの種類に応じた全身治療と

局所治療を組み合わせた新たなアプローチにも取り組ん
でおり、長期生存と生活の質の両立を目指しています。
　外来では、診断から治療選択、術後のフォローアップま
で一貫して担当医が関わり、患者さんが安心して通院でき
る環境づくりを心がけています。外来化学療法室では、専
門看護師や薬剤師、管理栄養士がチームで支援を行い、副
作用対策や生活指導にも力を入れています。

　近年、泌尿器科治療は大きく進歩しており、市立ひらかた
病院では高度な医療機器である手術支援ロボット「ダ・ヴィ
ンチXi」を導入し、前立腺がん・腎がん・膀胱がんなどに対す
る精密なロボット手術を行っています。体への負担が少なく、
傷が小さく、回復が早いことが特徴です。
　特に前立腺がんは加齢とともに増え、男性で最も多い
がんです。市民検診やかかりつけ医でのPSA（前立腺特異抗
原）検査が高値の場合、早めの受診がとても重要です。紹介
状をお持ちの場合、予約初診日に即日でのMRI検査や前立

腺生検が可能で、数日以内に診断結果をお伝えできる体
制を整えています。地域の医療機関からのご紹介により、
医療相談・連携室にて予約をお取りします。
　市立ひらかた病院でロボット手術を担当する医師は
全員、Da Vinciサージカルシステムの正式Certificate
（資格）を取得した専門医です。麻酔科・看護師・臨床工学
技士と連携し、器械点検や術前カンファレンスを毎回実施
するなど、医療安全を最優先にしたチーム医療で手術に
取り組んでいます。

　前立腺がんの治療には、ロボット支援前立腺全摘除術の
ほか、放射線治療、薬物療法（ホルモン治療・新規内服薬）、
経過観察など多様な方法があります。市立ひらかた病院で
は患者さんの状態・生活背景に合わせて最適な治療をご提
案しています。
　特に手術が必要と判断された場合、当院では診断確定
から2～4週間以内に手術を行うよう努めています。がんと
診断されてから治療開始までの期間が長くならないよう、迅

速な治療提供を重視している点は当院の大きな強みです。
　また、市立ひらかた病院ではPSA検査や健康診断も行っ
ています。「トイレが近い」「夜間に何度も起きる」「健診で
PSAが高かった」など気になる症状があれば、どうぞお気
軽に市立ひらかた病院泌尿器科へご相談ください。地域
のみなさまに安心して受診していただけるよう、質の高い
泌尿器科診療と先進的なロボット手術をこれからも提供し
てまいります。

　紹介・逆紹介の流れもスムーズに行えるよう、地域の開業
医の先生方との連携を重視しています。画像検査や病理結
果の共有、迅速な報告体制を整え、診療の継続性を保ちなが
ら安心してご紹介いただける仕組みを構築しています。

　患者さんの笑顔を守るために、そして地域の乳腺医療の
質を高めるために、市立ひらかた病院乳腺・内分泌外科は、
これからも地域医療の一翼を担い、先生方とともに歩んでま
いります。

“ひらかた”で受ける、安心の専門診療

体への負担が少ない“ダ・ヴィンチXi”による、精密なロボット手術

放射線治療、薬物療法（ホルモン治療・新規内服薬）など多様な治療法地域の開業医の先生方との連携を重視しています。
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　市立ひらかた病院乳腺・内分泌外科では、乳がんを中心と
した乳腺疾患の診療を専門に行い、検診・診断から手術、薬
物療法、術後フォローまで一貫した医療を提供しています。
　地域の先生方からのご紹介を受け、患者さん一人ひとり
に最適な治療方針を検討する体制を整えています。
　当科では年間約100件の乳がん手術を行っています。
乳房部分切除や全切除術だけではなく、形成外科と合同で
行う同時一次一期再建術も行っています。また、治療につい
ては、放射線科、形成外科、病理診断科などとの密な連携に
より、個々の症例に応じた集学的治療を実践しています。
　オリゴ転移を疑う症例に対しては、他科の医師とも協力
し、病変の再生検等を行い、がんの種類に応じた全身治療と

局所治療を組み合わせた新たなアプローチにも取り組ん
でおり、長期生存と生活の質の両立を目指しています。
　外来では、診断から治療選択、術後のフォローアップま
で一貫して担当医が関わり、患者さんが安心して通院でき
る環境づくりを心がけています。外来化学療法室では、専
門看護師や薬剤師、管理栄養士がチームで支援を行い、副
作用対策や生活指導にも力を入れています。

　近年、泌尿器科治療は大きく進歩しており、市立ひらかた
病院では高度な医療機器である手術支援ロボット「ダ・ヴィ
ンチXi」を導入し、前立腺がん・腎がん・膀胱がんなどに対す
る精密なロボット手術を行っています。体への負担が少なく、
傷が小さく、回復が早いことが特徴です。
　特に前立腺がんは加齢とともに増え、男性で最も多い
がんです。市民検診やかかりつけ医でのPSA（前立腺特異抗
原）検査が高値の場合、早めの受診がとても重要です。紹介
状をお持ちの場合、予約初診日に即日でのMRI検査や前立

腺生検が可能で、数日以内に診断結果をお伝えできる体
制を整えています。地域の医療機関からのご紹介により、
医療相談・連携室にて予約をお取りします。
　市立ひらかた病院でロボット手術を担当する医師は
全員、Da Vinciサージカルシステムの正式Certificate
（資格）を取得した専門医です。麻酔科・看護師・臨床工学
技士と連携し、器械点検や術前カンファレンスを毎回実施
するなど、医療安全を最優先にしたチーム医療で手術に
取り組んでいます。

　前立腺がんの治療には、ロボット支援前立腺全摘除術の
ほか、放射線治療、薬物療法（ホルモン治療・新規内服薬）、
経過観察など多様な方法があります。市立ひらかた病院で
は患者さんの状態・生活背景に合わせて最適な治療をご提
案しています。
　特に手術が必要と判断された場合、当院では診断確定
から2～4週間以内に手術を行うよう努めています。がんと
診断されてから治療開始までの期間が長くならないよう、迅

速な治療提供を重視している点は当院の大きな強みです。
　また、市立ひらかた病院ではPSA検査や健康診断も行っ
ています。「トイレが近い」「夜間に何度も起きる」「健診で
PSAが高かった」など気になる症状があれば、どうぞお気
軽に市立ひらかた病院泌尿器科へご相談ください。地域
のみなさまに安心して受診していただけるよう、質の高い
泌尿器科診療と先進的なロボット手術をこれからも提供し
てまいります。

　紹介・逆紹介の流れもスムーズに行えるよう、地域の開業
医の先生方との連携を重視しています。画像検査や病理結
果の共有、迅速な報告体制を整え、診療の継続性を保ちなが
ら安心してご紹介いただける仕組みを構築しています。

　患者さんの笑顔を守るために、そして地域の乳腺医療の
質を高めるために、市立ひらかた病院乳腺・内分泌外科は、
これからも地域医療の一翼を担い、先生方とともに歩んでま
いります。

“ひらかた”で受ける、安心の専門診療

体への負担が少ない“ダ・ヴィンチXi”による、精密なロボット手術

放射線治療、薬物療法（ホルモン治療・新規内服薬）など多様な治療法地域の開業医の先生方との連携を重視しています。
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